
１０月１９日 (土）・２０日（日）
専修大学神田キャンパス

第２１回学術大会

主催 :一般社団法人日本カイロプラクティック徒手医学会
協力 : 専修大学スポーツ研究所

「スポーツケアにおける
　　　　　　　コンティニュアム」

会 員 24,000 円　学 生 5,000 円　一 般 30,000 円
( 各種割引特典あり )

申込・詳細
http://www.jsccnet.org



大会長 伊澤勝典

佐竹弘靖

齋藤実

山口絵里加

近江顕一

大室泰三吉澤公二後藤雅博近藤衣美榊原直樹河合智則

松島雅美

池上周

池田奨

阿部郁子

藤原和朗

１０月１９日（土）　受付１０：００　開演１０：３０
◆ワークショップ１
藤原和朗先生　日本における体幹トレーニングの変遷
阿部郁子先生　「・・・・・・・小は大を兼ねる」

　　　　　　　体格が小さい女性治療家でも大柄なアスリートのサポートが
　　　　　　　できる？！
池田奨先生　　「運動が及ぼす脳への影響」
　　　　　　　適切な運動プランの組み立てについて機能神経学的観点からの
　　　　　　　考察
◆ワークショップ２
池上周先生　　重力に逆らって、障害に打ち勝つテーピング
松島雅美先生　「メンタルビジョントレーニング」
　　　　　　　～眼のトレーニングが身体のゆがみや心のバランスを調える～
河合智則先生　筋骨格系障害における競技復帰　～徒手医学における役割～
◆基調講演
佐竹弘靖先生　日本初のオリンピック選手　金栗四三と箱根駅伝

１０月２０日（日）　受付９：００　開演９：３０
◆ワークショップ３
榊原直樹先生　肩関節の代償性パターン
近藤衣美先生　エビデンスに基づくスポーツ栄養サポート
後藤雅博先生 　ボーダーレス化する医療とフィットネス
◆ワークショップ４
吉澤公二先生　原始反射とアスレチックパフォーマンス
大室泰三先生　筋膜をトレーニングする方法とは？
近江顕一先生 　関節の動きから見る「脳」と「からだ」の再教育
　　　　　　　～スポーツパフォーマンスにおけるカイロプラクティック
　　　　　　　の役割と位置づけ～
◆シンポジウム　
スポーツ環境における課題と展望　～人をサポートすることを考える～
佐竹弘靖（専修大学ネットワーク情報学部教授　専修大学スポーツ研究所所長）
斎藤実（専修大学文学部ジャーナリズム学科教授）
山口絵里加（美コア考案者　ReebokONEグランドアンバサダー）


